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• 音のトイレはどうなっていたの?

量坊に簡量て・す。通草で「菜が轟なる」と轟いて荷と義むて‘しょうり

霊能は「糞J(くそ ふん)です。蓋は「議」ともいいます。党首はものを食べないと韮きていけません。
食べたものは、やがて量なったもの(撞)となって;tlこ品ていきます。「議Jdす協が「トイレ」です。
いつのぜ従にもトイレはなくてはならないものですが、曹のトイレはどうなっていたのでしょうか。

自主て・はそd書、トイレのことを靖うと企んて・いました。こdf晶弘言治には ①目躍=fRのほとりに存
られたといぅ罰とdt重=鑓の商品られたものという読の竺つがあるとされています。
苦いぜ轟から克つかったものをみると、①の読が有ib〈なようです。およそ2000左前(道主催粍菜~

品室副主)の温窃からはfRの舗に詮瀧を存っていた誌が員っかつており 、 詮寵の簡りに韮のrt~遣が握ってい
たことから、ここで捕を皇していたと誓えられています。議官長ぶ按議官(事からおよそ 1300空前)でも、

話を晶ったリ采越の謡を弄って京を議す「京読トイレ」が存られていました。官たちは「京説トイレ」は

薪Lいものとイメージしがちですが、量fdと苦いものであったことがわかります。ただ、室てが弘、読であっ
たわけではなく、嘉誠トイレもありましたし、害からおよそ8日空前(革委台前の轟わり議)に謡かれた

「金量14議」には、主往戸訟を急いて蕗起で請を皇している慢Jtd義、-謡かれています。
それでは、この崖出量鴻鵠のメインテーマである「EFLのトイレはと・んなものだったのて・しょうか。
輩声主時からは儲と智えられる宍がいくつか員つかっていますが、はっきりと躍はできません。おそ

らくは議ゃ遣で、あるいは這議で需を皇していたのでしょう。百戸からは主竺識が掌く也主していますから

「金量百議Jに謡かれたような詫纂が量蕗に負られたのかもしれません。

室主では、主に蓄まれる誓芝草などを労帯するという完窪ぞ トイ

レかどうかわかるようになりました。戦言論慌の苦労な註誌であった

善問莞審の麓替では、話詰に稿を竺っ色めた轟が員っかりました。主

を捕した様、書出品市続出ゃ糊が粧[され、トイレ

であることが確認されました。

トイレを詳しく詰べていくとぎ貨の究者の著しぶりがわかります。

号室革の官をみると、話をまいて存った金支ゃ17粛を主に主L12f語、で
食べていたことがわかります。また、ベニバナの?舗が事量に員っかり

t ，r~ とき 〈布り

ましたが、これはおなかが痛くなった時の薬として飲まれていたようです。
げんざい ようた祉 と 回し

現在では、用を足した後はトイレットぺ パ て・ふき取ります。昔は
きfR完嘗鰯から負つかったトイレ

経が葺量話でしたから、来でふき最っていました。この木を「議菜」といいます。普fR完著麓誌のトイレ跡
からは富醤の議菜が員つかっています。議菜は、官さ 18~25cd症、、遣のような管をしています。省く

長れたものが掌いことから ど業を荷自かに品けて注首し、高った島13を品って全てていたと掌えられます。

誌*<きTR莞誓飴議活主)

ゼつや〈

どうやら節約していたようです。

事:たちは、曹のトイレ=選最トイレというイメージを荷とな

くおっていますが、これには農業が発達していくなかで茸涯が

「i凶」としてil局されていったことが突きく智正しています。糞
尿を肥料とて量副首することはプ若草るリサイクJレであり、道援

にやさしいものといえるでしょう。水洗トイレが普起した萌在、

選最トイレは議室くなっていますが、せめて質論を果、留にするよ
ここる

う心がけたいものて・す。
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